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定例会で決まった議案
議案番号等 議　　　　　案　　　　　等 審議結果

議案第１号

令和３年度　普代村一般会計補正予算（第７号）
　補正額 8,517 万 8 千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 40 億 9,099 万 1 千円とするもの。
　歳出では、総務費で村へ寄付された旧和村邸の利活用検討に係る基本設計業務委託料 50 万 6,000 円増額、地域
おこし協力隊 1名退任に伴う報酬等 89 万 8,000 円の減額など。
　民生費は、国庫補助金を活用した子育て世帯（165 世帯対象）への臨時特別給付金事業として 1,493 万 5,000 円
増額など。
　土木費の道路維持費は、各地区からの要望等があった村道の修繕工事など計 1,174 万 5,000 円増額、河川維持費
で上区排水ポンプ浸水対策設置工事の耐震対策へ 4,950 万円増額など。
　一方で、新型コロナウイルス感染拡大防止のため予定していた事業（追手門学院大学との学官連携や物産イベン
トなど）が中止となり、総額で 550 万 6,000 円減額とした。

可　決
（全員賛成）

議案第２号
令和３年度　普代村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　補正額 416 万 1千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 4億 596 万 6千円とするもの。
　一般被保険者保険税の遡及還付や令和 2年度保険給付費等交付金の返還金確定による増額。

議案第３号
令和３年度　普代村国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第３号）
　補正額 130 万 9千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 2億 1,242 万 1 千円とするもの。
　人件費の実績見込みによる調整など。

議案第４号
令和３年度　普代村簡易水道特別会計補正予算（第３号）
　補正額 524 万 6千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 1億 618 万 1千円とするもの。
　茂市地区の給水管布設・堀内簡水導水管等の修繕料や消費税納付金の増額。

議案第５号
令和３年度　普代村休養施設事業特別会計補正予算（第２号）
　補正額 52 万 6千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 1億 2,752 万 6 千円とするもの。
　ツアー（番屋めし）対応に係る施設備品・消耗品の購入や消費税納付金の増額。

議案第６号
令和３年度　普代村漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
　補正額 50 万 8千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 3,030 万 8 千円とするもの。
　太田名部魚市場前のマンホールポンプ老朽化に伴う修繕料・清掃役務料など。

議案第７号
令和３年度　普代村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
　補正額 100 万 4千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 3,073 万 2 千円とするもの。
　納付金額の確定による保険基盤安定負担金の減額。

議案第８号
普代村過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の制定
　過疎地域特別措置法の適用に伴うもの。過疎計画の区域内において、要件を満たす事業の設備取得等をした場合、
対象資産に係る固定資産税について、3年間の課税免除の適用を受けることができるもの。

議案第９号
普代村職員の服務の宣誓に関する条例及び普代村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正す
る条例
　地方公共団体における押印見直しマニュアルが制定されたことに伴い、押印等の省略に関する所要の整備。

議案第10号
岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び岩手県市町村総合事務組合
規約の一部変更に関し議決を求めること
　令和 4年 3月 31 日をもって、陸前高田市及び大船渡市営林組合が解散することに伴う所要の整備。

議案第11号
岩手県沿岸知的障害児施設組合の解散に関し議決を求めること
　令和 5年 3月 31 日をもって組合を解散するもの。

議案第12号
岩手県沿岸知的障害児施設組合の解散に伴う財産処分に関し議決を求めること
　議案第 11 号の組合の解散に伴い、所有する土地・建物等の財産処分を行うもの。

議案第13号
岩手県沿岸知的障害児施設組合規約の一部変更に関し議決を求めること
　議案第 11 号の組合の解散に伴い、事務の承継等に関する規約の一部変更。

議案第14号
旭日区地域活動拠点施設解体及び建築工事の請負変更契約の締結に関し議決を求めること
　設計内容変更のため契約金額を 4,950 万円から 5,101 万 6,900 円に変更するもの。
　請負者は、日向建築。工期は、令和 4年 3月 25 日まで。
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さ
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え
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憩
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９
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。
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。
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４
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５
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職員採用の増員理由

上区の橋梁復旧

給付金は現金で

固定資産税の免除対象者の要件

トレイルツアーの内容 旧和村邸の活用策

排水ポンプの能力

古沼和也 議員

中上一登 議員

嵯峨典行 議員

大上智 議員

森田幸一 議員 金子泰男 議員

金子泰男 議員

　職員採用について、上級事務１名で募集
されていたものが、再募集では上級事務２
名、初級事務１名と増えた理由は何か。

川向総務課長
　最初の募集では応募がなく、その後、中
途退職があったことや来年度の体制を見越
し、３名の募集とした。

　令和元年台風第 19号で流失した上区の深渡地区の橋梁復旧は。

大村建設水産課長
　農道として整備された橋であったが、現地確認をいただいた結果、災害復旧事業での復旧は不
可とされた。橋の代替道路の整備を進めることとしている。

　旅行会社クラブツーリズムのツアーの参
加者数など内容を伺う。

山﨑休養施設管理員
　観光庁の地域内連携事業を利用して、事
業主体の青の国ふだいがクラブツーリズム
へ委託し二泊三日のツアーを実施した。12
月に２回行い、27名の参加であった。
　予算には、太田名部番屋での番屋飯提供
にかかる消耗品代などを計上している。

　旧和村邸の活用に伴う基本設計業務委託
料 50万 6,000 円の内容を伺う。

森田政策推進室長
　大変貴重な物件であり、津波防災の歴史
の活用、交流拠点、あとは移住者の住まい
づくり等の活用をイメージしており、その
ための概算設計をしていただくもの。

　浸水対策ポンプ設置工事について、泥に
対してどの程度の対応能力があるのか。

太田治水対策室長
　石や木を捕捉する機能があるため、少々
の台風であれば泥のようなものは対処でき
る。しかし、令和元年の台風第 19号レベ
ルであれば難しい面もある。

議案質疑議案質疑

村内経済の活性化につながるか

はまゆり子ども園で遊ぶ園児

職員の様子

ツアーの様子

活用が検討される旧和村邸

議案第１号

議案第１号

議案第１号

議案第８号

議案第５号 議案第１号

議案第１号

答

答

答

答

答 答

答

問

問

問

問

問 問

問

　子育て世帯への臨時特別給付金の給付方
法を伺う。

道下住民福祉課長
　先行給付として現金５万円を 12月中に
給付し、残りは来春早めにクーポン券では
なく現金で給付できればと考えている。

※�現在、現金 10万円での給付が令和３年
12月末から実施されています。

課税免除対象者は村内外を問わないのか。

山田税務出納課長
　村内外を問わず、村内に該当資産を持っ
ていれば対象となる。

　

次
の
ペ
ー
ジ
は
一
般
質

問
で
す
。
一
般
質
問
に
は

４
人
が
登
壇
し
、
村
の
課

題
な
ど
当
局
の
考
え
を
問

い
ま
し
た
。
質
問
者
と
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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、
介
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の
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改
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代
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公
共
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設
等
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合
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理
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画
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中
上
一
登
　
議
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経
済
状
況
や
救
済
措
置
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小
中
一
貫
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と
小
中
一

貫
校
建
設

…
…
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…
…
…
…
…
…
…

森
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一
　
議
員

① 

普
代
の
漁
業
の
現
状
と
課

題
解
決
策
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嵯
峨
典
行

漁業者の救済を

操業経費の利子補給を検討
  柾屋村長

　

ま
た
国
の
補
正
予
算
で
「
漁

業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構

築
事
業
」
と
し
て
影
響
緩
和
の

た
め
の
補
填
金
を
交
付
す
る
制

度
を
構
築
予
定
と
し
て
お
り
、

そ
の
詳
細
な
ど
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
る
。

保
育
士
等
の

待
遇
改
善
を

　

政
府
に
お
い
て
は
、

看
護
師
・
保
育
士
・

介
護
士
の
賃
金
を
上
げ
る
方
向

で
あ
る
と
新
聞
・
報
道
等
で
伝

え
て
い
る
。
本
村
に
お
い
て
も

国
の
方
針
と
同
調
し
て
賃
金
を

上
げ
る
べ
き
と
思
う
が
、
村
長

の
考
え
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

村
と
し
て
は
、
国

の
給
料
表
が
改
定
な
ど
さ
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
を
適
用

す
る
こ
と
で
引
き
上
げ
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

民
間
施
設
は
、
賃
上
げ
に
必

要
な
予
算
が
国
か
ら
措
置
さ
れ

た
後
に
各
施
設
で
検
討
が
な
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
の
村

の
漁
業
は
大
変
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
春
の
ワ
カ
メ

漁
は
病
虫
害
に
よ
り
大
部
分
を

廃
棄
し
、
す
き
昆
布
に
至
っ
て

は
価
格
の
暴
落
に
よ
り
手
取
り

は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
と
聞
い

て
い
る
。
期
待
を
込
め
た
秋
サ

ケ
漁
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
大

不
漁
に
見
舞
わ
れ
、
さ
ら
に
燃

油
代
の
高
騰
に
よ
り
経
営
を
圧

迫
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
定
置
・
磯
建
て
の

漁
業
者
に
燃
油
代
の
補
助
が
で

き
な
い
か
村
長
に
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

漁
業
経
営
は
、
極

め
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

不
漁
分
の
直
接
的
な
収
入
所
得

補
填
は
難
し
い
も
の
と
判
断
し

て
い
る
。
し
か
し
、
不
漁
対
策

に
資
す
る
施
設
・
設
備
へ
の
補

助
、
も
し
く
は
操
業
経
費
借
入

金
分
の
利
子
補
給
に
つ
い
て
は
、

漁
協
と
相
談
を
し
な
が
ら
対
応

す
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

答
弁

答
弁

質
問

質
問

散歩中の園児と保育士

記録的な不漁となっているサケ

宿泊施設として使用されていた旧まついそ

老朽化が目立つ魚市場

市場６・校舎９年度供用予定
  柾屋村長

魚市場・一貫校舎
建設計画は

の
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
３
年

度
中
に
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

廃
墟
化
し
た
公
共

施
設
を
廃
止
す
る
な

ど
、
次
世
代
の
子
供
・
孫
た
ち

に
大
き
な
負
担
を
残
す
べ
き
で

は
な
い
。
管
理
計
画
の
具
体
的

施
策
は
い
つ
示
さ
れ
る
の
か
。

川
向
総
務
課
長

　

現
在
、
調
査
・
検

討
を
し
て
お
り
、
３
年
度
内
に

示
せ
る
と
思
う
。

　

新
た
に
整
備
が
予

定
さ
れ
て
い
る
魚
市

場
・
小
中
一
貫
校
校
舎
建
設
に

つ
い
て
、
優
先
度
を
踏
ま
え
た

上
で
の
計
画
は
。

柾
屋
村
長

　

実
施
計
画
に
お
い

て
、
魚
市
場
は
、
令
和
４
年
度

実
施
設
計
、
令
和
５
年
度
と
６

年
度
前
半
の
工
事
、
令
和
６
年

度
中
の
開
設
予
定
。

　

一
貫
校
校
舎
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
５
年
度
に
実
施
設
計
、

６
年
度
後
半
か
ら
７
年
度
末
ま

で
概
ね
の
工
事
、
８
年
度
に
備

品
整
備
・
雑
工
事
、
９
年
度
当

初
の
開
校
と
し
て
い
る
。

　

建
設
に
よ
る
将
来

負
担
率
予
想
は
。

川
向
総
務
課
長

　

公
債
費
・
教
育
関

係
積
立
基
金
等
を
踏
ま
え
た
財

政
計
画
で
、
将
来
負
担
を
考
え

な
が
ら
取
り
組
む
。

公
共
施
設
管
理
計
画
は

　

現
在
の
公
共
施
設

は
何
棟
・
何
施
設
か
。

柾
屋
村
長

　

２
２
３
棟
・
１
１

１
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い

る
施
設
は
、
約
１
０
０
施
設
と

な
っ
て
い
る
。

　

施
設
は
、
30
年
目

で
大
改
修
、
60
年
目

で
建
替
え
と
い
う
目
安
で
管
理

計
画
を
図
っ
て
い
る
の
か
。

柾
屋
村
長

　

目
安
と
は
し
て
い

る
が
、
条
件
・
状
況
に
よ
っ
て

大
分
違
っ
て
く
る
。

　

現
在
、
実
施
し
て
い
る
調
査

の
評
価
結
果
を
基
に
優
先
順
位

を
持
ち
、
費
用
等
を
考
慮
し
な

が
ら
計
画
的
に
解
体
や
長
寿
命

化
の
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

　

管
理
計
画
改
定
作

業
の
進
捗
状
況
は
。

柾
屋
村
長

　

老
朽
化
な
ど
の
評

価
の
一
次
評
価
、
今
後
の
方
向

性
を
定
め
る
二
次
評
価
ま
で
終

わ
り
、
そ
れ
を
検
討
す
る
最
後

大

上
　

智

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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中
上
一
登

コロナ困窮の
救済策は
国・県と連携し対応

  柾屋村長

の
か
さ
上
げ
、
中
学
校
避
難
所

へ
の
か
さ
上
げ
連
絡
路
、
そ
し

て
三
陸
沿
岸
道
路
へ
の
避
難
階

段
の
整
備
を
し
て
お
り
、
可
能

な
限
り
の
「
安
全
」
の
措
置
は

講
じ
て
い
る
。

　

一
体
型
一
貫
校
に
な
る
か
、

義
務
教
育
学
校
校
舎
と
な
る
か
、

令
和
６
～
８
年
度
の
３
カ
年
で

建
設
工
事
か
ら
備
品
整
備
ま
で

行
い
、
９
年
度
当
初
の
開
校
目

標
で
取
り
組
み
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る

経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
商

店
、
飲
食
店
、
観
光
関
係
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
定

置
網
の
不
漁
も
経
済
に
大
き
く

影
響
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

本
村
経
済
の
状
況
と
困
窮
者

救
済
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

本
村
で
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
が
大
き
く
、
３
年
度
に
県

で
実
施
し
て
い
る
３
カ
月
間
の

売
り
上
げ
が
30
％
以
上
減
少
や

1
カ
月
で
50
％
以
上
減
少
の
事

業
者
へ
の
経
営
支
援
金
事
業
に

村
内
25
の
事
業
者
が
該
当
す
る

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
商
工
会

が
独
自
に
行
っ
た
元
年
度
と
の

売
り
上
げ
の
比
較
調
査
に
お
い

て
は
、
令
和
２
年
度
よ
り
３
年

度
が
落
ち
込
ん
で
い
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
。

　

定
置
漁
業
は
、
３
年
続
き
の

記
録
的
な
不
漁
に
よ
り
考
え
ら

れ
な
い
水
準
ま
で
落
ち
込
ん
で

お
り
、
加
工
・
流
通
業
界
と
そ

の
雇
用
者
等
々
に
も
影
響
が
出

て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
困

窮
者
の
救
済
は
、
国
に
お
い
て

雇
用
保
険
や
住
宅
確
保
給
付
金
、

学
生
等
の
経
済
支
援
や
持
続
化

給
付
金
、
生
活
福
祉
資
金
の
特

例
貸
付
な
ど
も
実
施
し
、
一
定

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
応
を

行
っ
て
い
る
。
村
内
で
の
困
窮

者
の
発
生
状
況
や
要
因
な
ど
把

握
に
努
め
、
国
・
県
の
ど
の
よ

う
な
支
援
が
効
果
的
で
活
用
で

き
る
か
周
知
し
な
が
ら
、
必
要

に
応
じ
て
各
市
町
村
の
取
り
組

み
も
見
合
わ
せ
救
済
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

漁
業
は
危
機
的
状

況
に
あ
り
、
漁
業
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
だ
と
思
う
。

盛
岡
市
が
国
に
意
見
提
出
を
し

た
よ
う
に
、
各
市
町
村
で
団
結

し
て
国
や
国
会
議
員
に
要
望
す

る
動
き
は
な
い
の
か
。

柾
屋
村
長

　

い
ろ
い
ろ
な
政
党

か
ら
重
点
要
望
事
項
の
聞
き
取

り
を
い
た
だ
い
て
い
る
中
で
、

漁
業
の
厳
し
い
状
況
や
交
付
金

の
増
額
を
伝
え
て
い
る
。
町
村

会
と
し
て
も
国
・
県
に
コ
ロ
ナ

対
策
の
要
望
を
し
て
い
る
。

小
中
一
貫
教
育

と
学
校
建
設　

　

構
想
が
出
て
10
年
、

教
育
長
が
就
任
し
て

７
年
経
過
し
た
今
も
推
進
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
教
育

長
の
思
い
を
伺
う
。

三
船
教
育
長

　

村
政
に
係
る
中
長

期
的
・
重
点
課
題
に
係
る
政
策

協
議
の
中
で
、
今
ま
で
進
め
て

き
た
小
中
一
貫
校
と
義
務
教
育

学
校
と
を
比
較
検
討
し
、
本
村

に
と
っ
て
ど
ち
ら
が
い
い
の
か
、

学
校
建
設
用
地
検
討
委
員
会
報

告
書
の
建
設
予
定
３
候
補
地
の

検
討
と
も
併
せ
、
既
存
の
学
校

施
設
の
耐
用
年
数
を
精
査
す
る

こ
と
で
11
月
か
ら
内
部
検
討
に

入
っ
て
い
る
。
こ
こ
数
年
、
台

風
被
害
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
と
不
測
の
事
態
も
続

き
、
建
設
計
画
も
足
踏
み
状
態

と
な
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　

「
子
供
と
教
員
の

安
全
の
た
め
の
学
校

移
転
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
れ

ば
早
く
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

柾
屋
村
長

　

小
学
校
の
運
動
場

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

育てる漁業を推進
  柾屋村長

サケの漁獲減
対策は

　

漁
家
の
方
か
ら
、

「
市
場
に
揚
が
る
も

の
が
少
な
い
の
に
新
し
い
市
場

を
何
億
円
も
か
け
て
造
る
気
な

の
か
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

極
端
な
意
見
か
も
し
れ
な
い
が
、

市
場
建
設
の
予
算
を
ほ
か
の
漁

業
施
策
に
使
っ
て
漁
家
を
守
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

柾
屋
村
長

　

そ
う
い
っ
た
意
見

が
あ
る
の
も
聞
い
て
い
る
。
現

状
で
の
判
断
は
非
常
に
難
し
い

が
、
漁
獲
が
回
復
し
た
先
々
の

こ
と
を
考
え
て
施
設
整
備
を
し

て
お
く
こ
と
も
漁
業
者
の
た
め

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

日
本
の
漁
業
生
産

量
は
、
昭
和
59
年
の

１
２
８
２
万
ト
ン
を
ピ
ー
ク
に

減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
30
年

に
は
４
４
２
万
ト
ン
ま
で
減
少

し
て
い
る
。

　

岩
手
県
の
定
置
網
漁
業
の
主

力
漁
獲
物
で
あ
る
サ
ケ
に
つ
い

て
は
、
平
成
８
年
の
７
万
３
０

０
０
ト
ン
を
ピ
ー
ク
に
平
成
29

年
に
は
７
１
０
９
ト
ン
に
ま
で

減
少
。
普
代
村
の
サ
ケ
の
漁
獲

高
は
、
令
和
３
年
11
月
30
日
の

時
点
で
４
８
０
３
尾
、
金
額
で

１
５
０
０
万
円
と
い
う
状
況
で

あ
り
、
漁
師
か
ら
は
「
こ
の
よ

う
な
状
況
だ
と
漁
師
を
や
っ
て

い
ら
れ
な
い
」
と
聞
い
て
い
る
。

　

村
の
漁
業
課
題
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

記
録
的
な
不
漁
に

直
面
し
て
い
る
本
村
を
含
む
県

内
市
町
村
の
漁
業
が
持
続
す
る

た
め
に
は
、
単
一
的
な
魚
種
・

漁
法
に
頼
る
ば
か
り
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
操
業
や
取
り
組
み

を
行
う
と
い
っ
た
環
境
変
化
へ

の
対
応
と
操
業
体
制
や
漁
業
経

営
の
確
立
に
努
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

養
殖
漁
業
で
は
、
一
部
未
利

用
漁
場
の
漁
協
自
営
で
の
活
用

に
よ
っ
て
、
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ

の
増
産
と
そ
こ
で
の
新
規
漁
業

者
の
養
殖
業
実
践
に
よ
り
先
々

の
養
殖
漁
家
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
と
と
も
に
労
働
力
不

足
の
解
消
の
た
め
外
国
人
研
修

生
の
活
用
な
ど
を
行
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

定
置
漁
業
で
は
、
共
同
経
営

漁
場
が
持
続
さ
れ
て
い
く
よ
う

各
漁
場
の
経
営
状
況
に
よ
っ
て

の
自
営
化
や
作
業
の
共
同
化
な

ど
の
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
模
索
・

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
漁
港
ス
ト
ッ
ク
の
活

用
や
効
果
的
な
給
餌
に
よ
り
、

つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
よ
り
推

進
す
る
と
と
も
に
、
民
間
企
業

な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
こ
れ
ま

で
に
扱
っ
た
こ
と
の
な
い
魚
介

類
の
養
殖
実
験
や
漁
業
体
験
活

動
な
ど
の
積
極
的
な
展
開
を
し

て
い
く
こ
と
も
将
来
的
な
持
続

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

今
回
の
不
漁
を
短
期
的
な
も

の
と
安
易
に
判
断
せ
ず
、
国
・

県
・
村
、
そ
し
て
漁
協
・
漁
業

者
も
一
体
と
な
っ
て
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

森
田
幸
一

答
弁

答
弁

質
問

質
問

普代小学校

太田名部魚市場付近

痩せたウニへの給餌をできないか



定
例
会
概
要

そ 

の 

他

議
会
視
察
研
修

一
般
質
問

議
案
質
疑

定
例
会
概
要

そ 

の 

他

議
会
視
察
研
修

一
般
質
問

議
案
質
疑

11 ふだい議会だより   No.158
令和４年１月２７日発行

令
和
３
年
１１
月

　
　

議
会
視
察
研
修
報
告

　１１月１７日と１８日の２日間、岩手県と宮城県において議

会視察研修を行いました。

　１７日には、宮古市漁協高浜水産研究センターにてホシガ

レイの陸上養殖、宮城県登米市の道の駅三滝堂にあるＲＶ

パーク（車中泊専用の駐車場）、宮城県石巻市のいしのまき

元気いちばを視察しました。

　翌日１８日には、石巻市の石巻魚市場、南三陸町にある大

丸カイエイ株式会社の銀ザケの陸上養殖、気仙沼市のお魚い

ちばを視察しました。

　視察結果について、１０～１１㌻で報告します。
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えんぞ～
リポート

ホシガレイの陸上養殖

石　巻　魚　市　場

銀ザケの陸上養殖

　宮古市漁協の高浜水産研究センターでは、幻の高級魚と言

われるホシガレイの陸上養殖を行っており、海水を循環させ

る閉鎖循環式で２トンの水槽６基にカレイの食欲が進む緑色

のＬＥＤライトを照射する環境で養殖を行っていました。

　第１期の飼育期間は約１年から１年半で出荷サイズは 700

～ 900ｇと成長がよくなかったため、１㎏以上を目指してい

るとのことでした。宮古市が事業主体となり漁協に業務委託

をしており、業務委託費は１期目で 790万円、２期目 430万

円、３期目で 490万円。出荷生産量が少ないため販売単価に

大きな変動があり、量産体制が可能となった際の高単価での

安定した販売方法を模索しなければならないとのことでした。

　宮城県石巻市の石巻市水産物地方卸売市場は、総事業費 191 億円（全額国庫）、全長約

876 ｍもある巨大な市場です。ＨＡＣＣＰ（ハサップとは、製品の安全性を確保する衛生

管理の手法）認証は取得していないものの、衛生管理基準レベル３に対応する高度衛生管

理型の市場となっており、天窓による自然採光や鳥獣疑似音声による鳥撃退システムなど

さまざまな設備が設けられています。また、漁業種別ごとに底引き網漁業・旋網カツオ漁業・

定置網ゾーンなどの６ゾーンに区分けされているほか、場内排水は直接海に放流せず排水

処理施設を通しています。

　太陽光発電および蓄電池電力を利用し省エネに努めているとのことで、課題として蓄電

池容量が少ないためにもっと大きくしてもよかったとのことでした。

　岩手県遠野市や宮城県南三陸町など３カ所に養殖場がある大丸カイエイでは、自社ブラ

ンド銀ザケ「桜銀（おうぎん）」を陸上養殖するほか、150ｇ前後の稚魚を宮城県漁協や久

慈市漁協などに出荷しています。

　銀ザケは年間水温 20度以下でなければ養殖ができず、今は宮城県が主産地ですが、温

暖化によりだんだんと産地が北上化する可能性があるのではないかとのことでした。水温

調整は、比較的水温が安定している地下汽水と地下水両方を使用しているとのこと。また、

えさは固形のものを使用した方が清掃も楽で、魚の味の８割方がえさで決まるとのことか

ら、オリジナルえさの開発が重要とのことでした。

　なお、外洋で海上養殖が無理であれば、大規模でなくても国の補助事業を活用し、えさ

等を工夫して地域の特色を生かしたブランド化を図り、飼育から製品販売まで６次産業化

として陸上養殖を行うのもよいのではないかとのことでした。

高度衛生管理型の

今 話 題 の

幻 の 高 級 魚
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　審議した案件は、令和３年度一般会計補正予算（第６号）と一般職の職員の給与に関する
条例等の一部改正のほか、林道堤線災害復旧（１号）工事の変更請負契約に関する専決処分
の報告を全員賛成で可決しました。

▽令和３年度一般会計補正予算（第６号）
　補正額１億 3，598 万１千円を増額し、総額を 40 億 581 万３千円としました。
　内容は、ふるさと応援基金積立金 7，000 万円、ふるさと納税を活用した地域産業促進事
業 4，175 万４千円などが増額されました。ふるさと納税を活用した地域産業促進事業は、
ふるさと納税の増額見込みによる返礼品など諸経費の増額となります。
　質疑では、サケの漁獲減少に伴い、イクラの調達不足によるふるさと納税返礼品のキャン
セル問題が生じないかとの質疑が出ましたが、在庫に応じて返礼品を調整していることと、
イクラに代わる商品もあるとの回答を得ました。

▽一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
　岩手県の例に準じて、特別職や議員、職員などの期末手当を減額するもの。

▽林道堤線災害復旧（１号）工事の変更請負契約に関する専決処分の報告
　設計内容の一部変更に伴い請負契約金額を減額するもの。
　変更理由は、擁壁工の施工において、大型土のうを設置する予定だったが、川幅が狭く設
置できなかったため 152 万 7，900 円を減額した。

　久慈地区４市町村の議員研修会が久慈市で行われ、「久慈病院の現状と課題」について、
県立久慈病院長にご講演いただきました。講演では、久慈広域では脳血管疾患の死亡要因が
多いことと、研修医の確保や病棟機能の適切な運用が課題にあげられました。

第８回臨時会

久慈地区市町村議会連絡協議会 議員研修会

/

/

2611

11 30

研修会の様子

（９月定例会～12月定例会諸報告分）

月　　日 場　　所 事　　　　項 出　席　者

９月１５～１７日 役場 村議会第７回定例会 各議員

１５日 役場 総務常任委員会 各委員

１７日 役場 議会運営委員会 各委員

２１日 役場
北岩手・北三陸横断道路整備促進期成同盟会監
査

議長

２２日 久慈市 （仮称）広域道の駅整備工事起工式 議長

１０月５日 役場 議会広報常任委員会 各委員

１３日 久慈市 久慈広域連合議会議員全員協議会 大上智・森田議員

１８日 村内、役場
議員村内視察、議員タブレット研修、議員全員
協議会

各議員

１９日 盛岡市 第 31 回町村議会議員シンポジウム 大上智議員

２５日 役場 議会広報常任委員会 各委員

２７日 久慈市 第９回久慈広域連合議会定例会 大上智・森田議員

２８日 宮古市
岩手県沿岸知的障害児施設組合議会議員全員協
議会、定例会

正路議員

１１月１日 黒崎
「陸中黒埼灯台」ライトアップイルミネーショ
ン点灯式

議長、副議長

１５日 東京都
全国過疎地域連盟第 52 回定期総会、鈴木財務
大臣表敬訪問

議長

１７～１８日
宮城県石巻
市ほか

議会視察研修
議長、副議長、嵯峨・
大上浩史・大上智・古
沼・中上・森田議員

１９日 久慈市 八戸・久慈自動車道完成記念大会
議長、大上智産業経
済常任委員長、
中上・正路委員

２５日 盛岡市
岩手県後期高齢者医療広域連合議会議員研修
会、全員協議会、11 月定例会

中上議員

２６日 役場 議会運営委員会、村議会第８回臨時会 各委員、各議員

２９日 役場
野田村議会「議会改革等に関する調査特別委員
会」のタブレット導入状況視察

副議長、古沼議員

３０日
久慈市 久慈地区市町村議会連絡協議会議員研修会 各議員

くろさき荘 普代村しいたけ推進協議会受賞報告会懇親会 議長

１２月２日 盛岡市 町村議会広報担当者研修会 大上智議員

４日 宮古市 国道 340 号宮古岩泉間整備促進住民総決起大会 議長

６日 役場 議会運営委員会 各委員

議会議会のの動き動き
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　ご成人おめでとうございます。久慈琥珀には伺う
ことがありますので、前川さんにお会いできること
を楽しみにしています。
　さて、子どもが増える取り組みということですが、
三陸沿岸道路が全線開通したことで若い人たちが普
代に住み通勤できる環境が整いました。議会として、
住環境の整備等を村当局に進言しなければと思って
います。若い人たち一人一人の心がけ次第で村も地
域も輝けると思っております。今後の活躍を期待し
ています。

　ご成人おめでとうございます。若者が村の特産品
のことを考えてくれていることに感心しました。同
じく成人を迎えた石川くんが酪農を目指していると
10秒スピーチで言っていましたので、チーズ作り
については彼が適任ですね。
　若い皆さんから意見を聞いて、いろんな視点から
村の活性化を考えていきたいと思っています。従来
のやり方にとらわれない若い皆さんの斬新なアイデ
アが村や社会をよくしていくと思いますので、これ
からもどんどん挑戦していってください。

正路正敏副委員長 　　古沼和也委員

広報委員からの返信

未来予想図　Fudai
V O I C E

子どもが増える取り組みを子どもが増える取り組みを！！
前前
まえまえ

川川
かわかわ

　　友友
ともとも

哉哉
やや

さん（さん（２０２０））

若者向けの特産品がほしい若者向けの特産品がほしい！！
三三
みみ

船船
ふねふね

　　萌萌
もえもえ

さん（さん（２０２０））

　今は盛岡に住んでいて、美容師を目指して国家試

験の勉強中です。県内で働いてみて、お金がたまっ

たら都会に行ってみたいなと思っています。

　普代村は人が気さくに話しかけてくれて、人との

距離が近いと思います。くろさき荘が好きで、お風

呂から見る海の景色はとてもきれいです。

　村の特産品にコンブとワカメがありますが、若者

向けの商品もあったらいいなと思います。例えば、

牧場があるのでチーズとかどうでしょうか。

　今は久慈琥珀で働いています。ぜひ、レストラン

くんのこをご利用ください！

　普代村は自然が豊かで、地域の方々が温かく接し

てくれます。海の景色がきれいなので、観光にはキ

ラウミがおすすめですね。

　村は子どもが少ないので、子どもが増える取り組

みをお願いしたいです。今ある子育て支援の制度を

より強化して村外に情報発信し、人を呼び込めない

ものでしょうか。
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